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宋

の
大
中
祥
符
三
年

(
一
〇
一
〇
)、
天
台
僧
知
礼
が
住
持
し
た
明
州

(寧
波
)
の
知
恩
院
は
、
朝
廷
の
敷
命
を
受
け
て
寺
名
を
延
慶
院

と
改

め
、
正
式
に

「十
方
住
持
」
制

の
天
台
寺
院
と
し
た
。
「十
方
住
持
」
制
と
は
、
寺
院
の
た
め
に
有
能
な
僧
を
自
由
に
登
用
す
る
こ

と
が

で
き
、
各
地
の
修
行
僧
も
寺
院
で
自
由
に
学
べ
る
制
度
で
あ
る
。
政
治
的
な
支
援
を
受
け
る
点
で
、
官
寺
の
面
も
有
す
る
た
め
、

一

(
1
)

般
的
な
師
弟
相
承
の
寺
院
に
比
べ
て
、
寺
院
の
規
模
や
寺
衆
の
数
を
短
期
間
に
拡
大
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

「十
方
住
持
」
制
が
開
始
さ
れ
た
当
初
の
延
慶
院
の
僧
衆
は
わ
ず
か
五
十
人
で
あ

っ
た
が
、
知
礼

の
入
滅
し
た
天
聖
六
年

(
一
〇
二

八
)
に
は
、
知
礼
の
教
え
を
受
け
た
門
下
生
と
名
乗
る
者
だ
け
で
も
五
百
人
以
上
に
及
び
、
寺
院
の
檀
信
徒
の
数
は
五
千
人
に
も
達
し
て

(
2

)

い
る
。
ま
た
、
地
方
官
や
名
士
ら
の
擁
護
を
得
て
、
撮
然
と
し
て
明
州

の
名
刹

の

一
つ
と
な

っ
た
。

延
慶
院
は
知
礼
の
後
も
、
「四
明
三
家
」
と
も
呼
ば
れ
た
広
智
尚
賢
、
神
照
本
如
、
南
屏
梵
藻
の
三
人
の
高
足
と
そ
の
門
流
に
よ

っ
て

維
持
さ
れ
、
や
が
て
宋

・
元
代
約
三
百
余
年
間
に
亘
り
天
台
宗

の
中
心
的
な
寺
院
と
な

っ
た
。
建
炎
年
間

(
=

二
七
-

一
一
三
〇
)
の
戦

乱
に
よ

っ
て

一
時
的
に
廃
寺
に
な

っ
た
が
、
紹
興
十
四
年

(
二

四
四
)
に
、
八
代
目
の
住
持
円
弁
道
環
の
力
で
再
建

さ
れ
、
敷
賜
に
よ
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(
3

)

っ
て

「延
慶
寺
」
と
改
名
し
た
。
そ
れ
以
降
、
知
礼
の
法
孫
が
、
遅
く
と
も
元
末
明
初
ま
で
延
慶
寺
を
住
持
し
て
い
た
こ
と
が
、

『仏
祖

統
紀
』
、
『続
仏
祖
統
紀
』
、
『宝
慶
四
明
志
』、
『延
祐
四
明
志
』
、
『至
元
嘉
禾
志
』
な
ど
の
従
来
の
天
台
史
料
書
や
地
方
志
の
わ
ず
か
な
資

料
か
ら
確
認
で
き
る
。

明
代
以
降

の
延
慶
寺
の
様
子
に
つ
い
て
、
天
台
の
史
伝
書
は
ほ
と
ん
ど
伝
え
て
お
ら
ず
、
わ
ず
か
に

『敬
止
録
』

(『北
京
図
書
館
古
籍
珍

本
叢
刊
』
第
二
八
冊
)、
『寧
波
府
簡
要
志
』
(『四
明
叢
書
』
第
九
冊
)、
『漸
江
通
志
』
(『四
庫
全
書
』
史
部
五
二
五
冊
)
な
ど

の
明
、
清
時
代
の

(
4
)

野
史

や
地
方
志
に
そ
の

一
斑
が
う
か
が
え
る
だ
け
で
あ
る
。
明
代
に
お
い
て
は

「天
下
講
寺
五
山
の
第
二
山
、
今

の
僧
会
司
在
り
」
と
高

く
評
価
さ
れ
た
よ
う
だ
が
、
こ
れ
ら
の
断
片
的
な
記
載
の
み
で
は
、
明
代
の
延
慶
寺
が
宋

・
元
代
と
同
様

に
天
台
宗

の
中
心
寺
院
で
あ

っ

た

こ
と
を
実
証
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
さ
ら
に
、
明
代
以
降
の
延
慶
寺
の
天
台
法
脈
が
不
明
で
あ

っ
た
た
め
、
従
来

の
天
台
宗
通
史
も
、

(
5

)

明

・
清
代
の
天
台
宗

の
法
系
は
天
台
山
の
高
明
寺
及
び
万
年
寺
に
よ

っ
て
継
承
さ
れ
た
と
し
て
い
た
。

清
末
に
至
る
と
、
成
豊

=

年

(
一
八
六

一
)
の
太
平
軍
の
寧
波
侵
入
に
よ
っ
て
、
延
慶
寺
は
再
び
廃
寺
と
な

っ
た
。
民
国
元
年

(
一
九

一
二
)、
高
明
寺
法
系
に
属
す
る
諦
閑

(
一
八
五
八
-

一
九
三
二
、
中
国
天
台
第
四
三
祖
、

一
説
で
は
四
〇
祖
)
は
荒
廃
し
た
延
慶
寺
を
再
興
し
、

元
来

の
十
六
観
堂
を

「観
宗
講
寺
」
に
改
め
た
。
翌
年
に

「観
宗
研
究
社
」
を
開
設
し
、
民
国
期
の
天
台
教
学
の
復

興
拠
点
と
し
て
、
僧

侶
を
育
成
し
は
じ
め
た
。
ま
た
延
慶
寺
の
開
祖
知
礼
が
制
定
し
た

「十
方
住
持
制
」
に
基
づ
き
、
全
国
各
地
に
天
台
寺
院
を
創
設
し
、
台

(
6
)

宗

の
伝
播
に
尽
力
し
た
。

し
か
し
、

一
九
六
〇
年
代
よ
り
始
ま

っ
た
文
化
大
革
命
に
よ

っ
て
、
延
慶
寺
お
よ
び
観
宗
講
寺
は
大
き
く
破
壊
さ
れ
、
倉
庫
な
ど
に
転

用

さ
れ
た
。
文
革
後
、
政
府
か
ら

「市
重
点
文
物
保
護
単
位
」
と
指
定
さ
れ
た
両
寺
は
、
仏
教
寺
院
と
し
て
の
機
能
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ

り
、
現
在
も
な
お
修
復
中
で
あ
る
。

以
上
に
述
べ
た
よ
う
に
、
明
州

の
延
慶
寺
は
、
約
千
年
前
の
北
宋
の
初
め
に
建
立
さ
れ
た
天
台
寺
院
で
あ
る
。
初
代
の
住
持
知
礼
は
、

天
台
宗
を
中
興
し
た
人
物

で
あ

っ
た
の
み
な
ら
ず
、
宋
代
以
降
の
中
国
仏
教
寺
院
制
度
の
主
流
で
あ
る

「十
方
住
持
制
」
を
推
進
し
た
人



物

で
も
あ

っ
た
た
め
、
宋
代
に
お
け
る
延
慶
寺
は
、
他
の
天
台
寺
院
に
比
べ
て
極
め
て
重
要
か

つ
中
心
的
な
地
位
を
有
し
た
。
し
か
し
、

戦
乱
や
王
朝

の
交
代
な
ど
を
経
る
中
、
延
慶
寺
に
関
す
る
宋
代
以
降

の
記
録
は
ほ
と
ん
ど
残

っ
て
お
ら
ず
、
従
来
の
研
究
で
も
そ
の
実
態

を
明
ら
か
に
で
き
て
い
な

い
。
中
国
天
台
に
お
け
る
明
州
延
慶
寺

の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
、
筆
者
は
以
下
の
よ
う

に
考
え
る
。

二

「延
慶
寺
歴
代
住
持
」
系
譜
の
発
見

新出資料 延慶寺歴代住持譜の意義97

延
慶
寺

の
継
承

に
関
す
る
先
行
研
究

に
は
、
大
久
保
良
順

の

「延
慶
寺
等

の
纏
紹
と
四
明
法
智
大
師
の
門
流
」
(大
正
大
学
学
報
三
五

(
7
)

一
九
四
二
)
が
あ
る
。
大
久
保
は

『仏
祖
統
紀
』、
『釈
門
正
統
』
、
諸
燈
史
、
地
方
志
な
ど
を
利
用
し
、
延
慶
寺
を
中
心
と
す
る
宋
代
天
台

宗

の
諸
名
刹
と
法
系
を
紹
介
し
た
。
そ
の
中
で
は
特
に
、
宋
代
に
お
け
る
延
慶
寺
の
歴
住
系
譜
を
十
六
代
ま
で
で
あ
る
と
整
理
し
た
こ
と
、

延
慶
寺
が
改
宗
せ
ず
、
天
台
の
宗
風
を
保
持
し
た
こ
と
を
確
認
し
た
点
が
、
宋
代
天
台
の
宗
史
研
究
に
対
し
啓
蒙
す
る
意
義
を
有
し
て
い

る
。
但
し
、
大
久
保
説
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
点
も
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
拙
著

『宋
代
天
台
教
学

の
研
究
』
(二
〇
〇
三
、

山
喜
房
仏
書
林
)
第

一
章
、
第
四
節

「
四
明
知
礼
と
そ
の
門
下
」
に
論
議
し
た
。
具
体
的
に
は
、
大
久
保
が
擬
し
た
系
譜
は
、
『四
明
尊
者

教
行
録
』
に
書
か
れ
た
人
物
や
時
代
背
景
と

一
致
し
な

い
点
で
、
延
慶
寺
の
継
承
を
十
分
に
明
ら
か
に
し
た
と
は
言
え
な

い
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
拙
著
に
は
、
大
久
保

の
延
慶
寺
系
譜
を
修
正
ま
た
は
補
充
す
る
意
図
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
断
片
的
な
資
料
か
ら
寺
院
の
住

持
僧
の
歴
史
を
正
確
に
探
る
こ
と
は
非
常
に
難
し
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
延
慶
寺
は
十
方
住
持

の
特
性
を
有
し
、
外
部
の
僧
の
受
け
入

れ
が
容
易
で
あ

っ
た
た
め
、
天
台
宗
中
心
の
系
譜
を
立
て
る
必
要
性
が
な
か

っ
た
と
考
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

大
久
保
の
よ
う
に
延
慶
寺
の
系
譜
を
整
備
す
る
考
え
方
は
、
早
く
も
明
代

の
天
台
宗
に
み
ら
れ
た
。
中
国
国
家
図
書
館
が
所
蔵
す
る
明

刊

『四
明
尊
者
教
行
録
』
に
附
録
さ
れ
た

「延
慶
寺
歴
代
住
持
」
系
譜
を
筆
者
が
発
見
し
た
こ
と
に
よ
り
、
延
慶
寺
系
譜
に
関
す
る
見
解

を
見
直
す
契
機
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。
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『四
明
尊
者
教
行
録
」
は
、
宋
代
天
台
中
興
の
祖
で
あ
る
知
礼

(九
六
〇
ー

一
〇
二
八
)
の
遺
文
を
中
心
に
輯
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
智

顕

の

『国
清
百
録
」
、
遵
式
の

『金
園
集
』
と
と
も
に
、
祖
道
を
発
揚
し
、
後
世
に
伝
え
ら
れ
る
べ
き
書
と
し
て
、
中
国
天
台
に
お
い
て

珍
重
さ
れ
た
。

中
国
国
家
図
書
館
が
所
蔵
す
る
明
代

の
嘉
靖
庚
申
年

(
一
五
六
〇
)
の
寧
波
府
延
慶
寺
刊
本
は
、
お
そ
ら
く
中
国
大
陸
に
現
存
す
る
最

古

の

『四
明
尊
者
教
行
録
』
で
あ
る
。
こ
の
刊
本
は
、
全
七
巻

の
う
ち
、
四
～
七
巻
の
み
が
現
存
し
、
い
わ
ゆ
る

「零
本
」
で
あ
る
も
の

の
、
現
在
の
流
布
本
に
は
な

い
も

の
も
収
録
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
あ
る
た
め
注
目
に
値
す
る
。
特
に
附
録
と
し
て
の

「延
慶
寺
歴
代
住

持
」
の
系
譜
は
、

一
〇

一
〇
ー

一
五
六
〇
ま
で
の
五
百
五
十
余
年
に
亘
り
延
慶
寺
に
住
持
し
た
百
四
代
、
総
計
百
十

三
人

の
僧
侶
の
名
号

を
掲
載
し
、
従
来
詳
細
に
は
知
ら
れ
て
い
な
か

っ
た
延
慶
寺
の
継
承
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

三

「延
慶
寺
歴
代
住
持
」
系
譜
の
内
容

中
国
天
台
は
開
祖
の
智
顕
か
ら
す
で
に
祖
統
説
を
説

い
て
お
り
、
他
派
に
比
べ
て
天
台
の
独
自
性
や
正
統
性
を
強
く
誇
示
す
る
点
が
う

か
が
わ
れ
る
。

明
の
嘉
靖
年
間
、
延
慶
寺

の
住
持
比
丘
徳
新
と
常
誌
は

『四
明
尊
者
教
行
録
』
を
再
刊
し
た
。
そ
の
際
に
、
東
堂
比
丘
の
本
隠
は
次

の

よ
う
な
刊
記
を
作

っ
た
。

吾
法
智
祖
師
教
行
録
垂
世
久
　
。
其
経
教
修
明
、
徳
行
昭
著
。
在
沙
門
誠
為
心
法
之
精
、
翰
墨
之
宝
也
。
有
宋
以
来
、
錐
三
経
刊

刻
、
原
板
多
已
散
失
。
隠
惧
浬
没
、
沐
手
敬
書
、
総
成
二
百
六
十
七
葉
。
募
衆
重
梓
、
増
光
祖
徳
、
亦
以
示
世
守
之
意
耳
。

こ
の
刊
記
に
よ
れ
ば
、
明
代
の
延
慶
寺
は
宋

・
元
代
と
変
わ
ら
ず
、
天
台
を
中
興
し
た
知
礼
を
祖
と
し
て
仰

い
で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

「延
慶
寺
歴
代
住
持
」
と
題
し
た
系
譜
の
出
現
も
刊
記
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に

「祖
徳
を
増
光
し
、
祖
統
を
守
り

た
い
と

の
意
志
を
示



す
」

た
め
の
も

の
で
あ
り
、
教
団
の
結
束
を
固
め
る
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

以

下
、
『釈
門
正
統
』
、
『仏
祖
統
紀
』
、
『続
仏
祖
統
紀
』、
『明
高
僧
伝
』
な
ど
を
参
照
し
、
本
系
譜
資
料
の
全
文
内
容
を
翻
刻
し
た
上
、

歴
住

の
継
承
を
考
証
し
た
。
注
目
に
値
す
る
点
に
つ
い
て
は
略
述
し
、
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た

い
。

新出資料 延慶寺歴代住持譜の意義99

延
慶
寺
歴
代
住
持

*

(

)
の
内
容
は
筆
者
の
考
訂

第

一
祖
中
興
教
観
法
智
大
師
四
明
尊
者

(延
慶
寺
開
祖
)

第

二
代
住
持
尚
賢
法
師
廣
智
尊
者

(第

一
世
弟
子
)

第
三
代
鑑
文
法
師
神
智
尊
者

(廣
智
下
二
世
)

第

四
代
中
立
法
師
賜
號
明
智
尊
者

(廣
智
下
三
世
、
三
代
神
智
尊
者
門
人
)

第

五
代
宗
正
法
師
賜
號
文
慧
尊
者

(廣
智
下
三
世
、
三
代
神
智
尊
者
門
人
)

第
六
代
梵
光
法
師
賜
號
圓
照
尊
者

(南
屏
下
二
世
)

第
七
代
豊
先
法
師
澄
照
尊
者

(廣
智
下
四
世
、
四
代
明
智
尊
者
門
人
)

第
八
代
道
深

(深
亦
作
深
)
法
師
賜
號
圓
辮
尊
者

(廣
智
下
五
世
)

第
九
代
智
連
法
師
畳
雲
尊
者

(神
照
下
五
世
)

第
十
代
法
容
法
師
妙
蓮
尊
者

(不
詳
)

第
十

一
代
道
因
法
師
安
住
尊
者

(廣
智
下
四
世
、
四
代
明
智
尊
者
門
人
)

第
十
二
代
有
朋
法
師
牧
篭
尊
者

(南
屏
下
四
世
)

第
十
三
代
子
親
法
師
寳
月
尊
者

(廣
智
下
六
世
、
八
代
圓
辮
尊
者
門
人
)

第
十
四
代
慧
詞
法
師
月
堂
尊
者

(廣
智
下
六
世
、
八
代
圓
辮
尊
者
門
人
)
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第
十
五
代
可
観
法
師
竹
篭
尊
者

(南
屏
下
四
世
)

第
十
六
代
明
哲
法
師
則
篭
尊
者

(南
屏
下
五
世
)

第
十
七
代
庭
躬
法
師

一
篭
尊
者

(廣
智
下
六
世
、
八
代
圓
辮
尊
者
門
人
)

第
十
八
代
妙
雲
法
師
慈
實

(實
亦
作
室
)
尊
者

(南
屏
下
五
世
)

第
十
九
代
善
月
法
師
柏
庭
尊
者

(廣
智
下
七
世
、
十
四
代
月
堂
尊
者
門
人
)

第

二
十
代
如
晦
法
師
契
篭
尊
者

(廣
智
下
七
世
)

第

二
十

一
代
浮
慧
法
師
悦
篭
尊
者

(廣
智
下
七
世
、
十
四
代
月
堂
尊
者
門
人
)

第

二
十
二
代
思
義
法
師
鑑
堂
尊
者

(南
屏
下
六
世
)

第

二
十
三
代
元
粋
法
師
古
雲
尊
者

(南
屏
下
六
世
)

第

二
十
四
代
文
虎
法
師
嚇
岩
尊
者

(廣
智
下
八
世
)

第

二
十
五
代
了
縁

(縁
亦
作
圓
)
法
師
伊
堂
尊
者

(廣
智
下
八
世
、
十
九
代
柏
庭
尊
者
門
人
)

第

二
十
六
代
允
憲
法
師
同
篭
尊
者

(廣
智
下
八
世
)

第

二
十
七
代
法
照
法
師
佛
光
尊
者

(南
屏
下
第
六
世
)

第

二
十
八
代
覧
先
法
師
刻
源
尊
者

(南
屏
下
第
六
世
)

第

二
十
九
代
如
海
法
師
百
川
尊
者

(南
屏
下
第
七
世
、
二
十
二
代
鑑
堂
尊
者
門
人
)

第

三
十
代
如
約
法
師
竹
披
尊
者

(廣
智
下
八
世
)

第

三
十

一
代
法
言
法
師
慮
蕎
尊
者

(南
屏
下
七
世
、
二
十
七
代
佛
光
尊
者
門
人
)

第

三
十
二
代
守
愚
法
師
古
岩
尊
者

(不
詳
、
或
為
二
十
七
代
佛
光
尊
者
門
人
古
岩
正
因
)

第

三
十
三
代
崇
敬
法
師
耕
雲
尊
者

(廣
智
下
九
世
、
二
十
五
代
伊
堂
尊
者
門
人
)
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第
三
十
四
代
清
寧
法
師
安
道
尊
者

(廣
智
下
九
世
、
二
十
六
代
同
篭
尊
者
門
人
)

第

三
十
五
代
妙
聲
法
師
毒
鼓
尊
者

(南
屏
下
七
世
、
二
十
七
代
佛
光
尊
者
門
人
)

第

三
十
六
代
徳
聞
法
師
碧
漢
尊
者

(南
屏
下
七
世
、
二
十
七
代
佛
光
尊
者
門
人
)

第

三
十
七
代
若
圭
法
師
復
翁
尊
者

(天
台
系
統
、
同
名
人
物
見

『本
堂
集
』)

第

三
十
八
代
文
紛

(紛
亦
作
人
、
分
)
法
師
石
林
尊
者

(南
屏
下
七
世
、
二
十
七
代
佛
光
尊
者
門
人
)

第

三
十
九
代
行
海
法
師
雪
零
尊
者

(南
屏
下
七
世
、
二
十
七
代
佛
光
尊
者
門
人
)

第

四
十
代
善
良
法
師
月
漢
尊
者

(廣
智
下
十
世
)

第

四
十

一
代
道
全
法
師
半
岩

(岩
亦
作
山
)
尊
者

(廣
智
下
九
世
)

第

四
十
二
代
善
入
法
師
秋
嘘
尊
者

(廣
智
下
九
世
)

第

四
十
三
代
宗
溝
法
師
松
林
尊
者

(南
屏
下
八
世
、
三
十
六
代
碧
漢
尊
者
門
人
)

第

四
十
四
代
子
賢
法
師
遁
岩
尊
者

(廣
智
下
十

一
世
、
四
十
代
月
漢
尊
者
門
人
)

第

四
十
五
代
師
譜

(譜
亦
作
楷
)
法
師
不
模
尊
者

(南
屏
下
八
世
)

第

四
十
六
代
子
文
法
師
宗
周
尊
者

(南
屏
下
八
世
、
三
十
六
代
碧
漢
尊
者
門
人
)

第

四
十
七
代
沿

(代
亦
作
普
)
法
師
石
泉
尊
者

(南
屏
下
八
世
)

第

四
十
八
代
允
茶

(茶
亦
作
恭
)
法
師
行
已
尊
者

(廣
智
下
十

一
世
、
四
十
代
月
漢
尊
者
門
人
)

第

四
十
九
代
本
無
法
師
我
篭
尊
者

(廣
智
下
十
二
世
)

第

五
十
代
子
思
法
師
四
窩
尊
者

(南
屏
下
九
世
、
四
十
三
代
松
林
尊
者
門
人
)

第

五
十

一
代
可
貴
法
師
朽
石
尊
者

(不
詳
)

第
五
十
二
代
恵
隙

(恵
隠
亦
作
大
隙
)
法
師
箕
山
尊
者

(廣
智
下
±

二
世
、
四
十
九
代
我
篭
尊
者
門
人
)
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第
五
十
三
代
自
朋
法
師
猫
蕎
尊
者

(廣
智
下
士

二
世
)

第
五
十
四
代
允
武
法
師
定
川
尊
者

(不
詳
)

第
五
十
五
代
中
公
法
師
照
闇
尊
者

(不
詳
)

第
五
十
六
代
原

(原
亦
作
元
)
曼
法
師
秋
崖
尊
者

(廣
智
下
十
四
世
、
五
±

二
代
猫
篭
尊
者
門
人
)

第
五
十
七
代
都
綱
兼
住
必
彰
法
師
鷹
中
尊
者

(廣
智
下
十
四
世
、
五
士

二
代
猫
篭
尊
者
門
人
)

第
五
十
八
代
都
綱
兼
住
子
沼
法
師
清
泉
尊
者

(不
詳
)

第
五
十
九
代
自
詠
法
師
椿
岩
尊
者

(不
詳
)

第
六
十
代
都
綱
兼
住
有
言
法
師
無
揮
尊
者

(天
台
系
統
、
明
刊
本

『教
行
録
』
録
其
忌
疏
)

第
六
十

一
代
耐
法
師
宗
遠
尊
者

(不
詳
)

第
六
十
二
代
正
彌
法
師
寛
幻
尊
者

(不
詳
)

奉
敷
第
六
十
三
代
都
綱
兼
住
大
問
法
師
妙
止
尊
者

(天
台
系
統
、
明
刊
本

『教
行
録
』
録
其
賛
文
)

第
六
十
四
代
慧
目
法
師
空
海
尊
者

(不
詳
)

第
六
十
五
代
都
綱
兼
住
得
漣
法
師
大
用
尊
者

(不
詳
)

奉
敷
第
六
十
六
代
大
振

(振
亦
作
宗
)
法
師
幻
篭
尊
者

(六
+
三
代
妙
止
尊
者
法
兄
)

第
六
十
七
代
都
綱
兼
住
漂
智
法
師
無
擬
尊
者

(不
詳
)

第
六
十
八
代
仲
輝
法
師
照
空
尊
者

(不
詳
)

第
六
十
九
代
恩
溶
法
師
性
海
尊
者

(不
詳
)

敷
賜
萬
壽
戒
壇
宗
師
僧
録
司
右
覧
前
義
住
當
山
第
七
十
代
義
法
師
天
倫
尊
者

(或
為
禅
僧
、
『績
燈
正
統
』

世
)

所
出
同
名
僧
作
大
鑑
下
二
十
九
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第
七
十

一
代
恩
遇
法
師
天
澤
尊
者

(不
詳
)

第
七
十
二
代
福
折
法
師
潔
篭
尊
者

(不
詳
)

第
七
十
三
代
福
美
法
師
雅
篭
尊
者

(不
詳
)

第
七
十
四
代
都
綱
兼
住
福
輪
法
師
廣
南
尊
者

(不
詳
)

第
七
十
五
代
永
昂
法
師
啓
東
尊
者

(不
詳
)

第
七
十
六
代
正
歌
法
師
則
篭
尊
者

(不
詳
)

奉
敷
第
七
十
七
代
戒
蓮
法
師
猫
芳
尊
者

(明
刊
本

『教
行
録
』
録
其
寿
容
賛
)

第
七
十
八
代
永
傑
法
師
大
用
尊
者

(不
詳
)

第
七
十
九
代
永
海
法
師
無
涯
尊
者

(不
詳
)

第
八
十
代
廣
時
法
師
慮
中
尊
者

(不
詳
)

第
八
十

一
代
都
綱
兼
住
永
鮫
法
師
性
天
尊
者

(不
詳
)

第
八
十
二
代
昌
曉
法
師
仲
明
尊
者

(不
詳
)

第
八
十
三
代
永
椿
法
師
蘭
巷
尊
者

(不
詳
)

第
八
十
四
代
昌
俊
法
師
秀
篭
尊
者

(不
詳
)

第
八
十
四
代
昌
滋
法
師
茂
篭
尊
者

(不
詳
)

第
八
十
五
代
都
綱
兼
住
昌
瑛
法
師
碧
篭
尊
者

(不
詳
)

第
八
十
六
代
廣
鑑
法
師
恵
篭
尊
者

(不
詳
)

第
八
十
七
代
昌
時
法
師
哲
篭
尊
者

(不
詳
)

第
八
十
七
代
昌
濡
法
師
静
蕎
尊
者

(不
詳
)
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第
八
十
七
代
大
定
法
師
南
山
尊
者

(不
詳
)

第
八
十
八
代
文
憬
法
師
性
蕎
尊
者

(不
詳
)

第
八
十
八
代
昌
吉
法
師
瑞
奄
尊
者

(不
詳
)

第
八
十
八
代
萬
銑
法
師
稠
篭
尊
者

(不
詳
)

第
八
十
九
代
萬
鐙
法
師
石
泉
尊
者

(不
詳
)

第
九
十
代
洪
深
法
師
浮
篭
尊
者

(不
詳
)

第
九
十

一
代
萬
珠
法
師
純
篭
尊
者

(不
詳
)

第
九
十

一
代
都
綱
兼
住
萬
塊
法
師
夏
庭
尊
者

(不
詳
)

第
九
十
二
代
世
明
法
師
友
月
尊
者

(不
詳
)

第
九
十
三
代
法
王
法
師
雪
峰
尊
者

(不
詳
)

第
九
十
四
代
萬
林
法
師
臥
雲
尊
者

(不
詳
)

第
九
十
五
代
世
淳
法
師
質
篭
尊
者

(不
詳
)

第
九
十
五
代
道
宏
法
師
南
洲
尊
者

(天
台
系
統
、
『束
里
文
集
』
載
其
塔
銘
、
明
刊
本

『教
行
録
』

第
九
十
五
代
徳
印
法
師
月
江
尊
者

(不
詳
)

第
九
十
六
代
宗
宰
法
師
湖
亭
尊
者

(天
台
系
統
、
明
刊
本

『教
行
録
』
刊
記
録
其
名
)

第
九
十
七
代
都
綱
兼
住
法
直
法
師
敬
蕎
尊
者

(天
台
系
統
、
明
刊
本

『教
行
録
』
刊
記
録
其
名
)

第
九
十
八
代
都
綱
兼
住
本
然
法
師
文
漢
尊
者

(天
台
系
統
、
明
刊
本

『教
行
録
』
刊
記
録
其
名
)

第
九
十
九
代
行
存
法
師
雪
林
尊
者

(天
台
系
統
、
明
刊
本

『教
行
録
』
刊
記
録
其
名
)

第

一
百
代
宗
槍
法
師
東
橋
尊
者

(天
台
系
統
、
明
刊
本

『教
行
録
』
刊
記
録
其
名
)

刊
記
録
其
名
)



第

一
百
代
本
常
法
師
白
崖
尊
者

(天
台
系
統
、
明
刊
本

『教
行
録
』
刊
記
録
其
名
)

第

一
百

一
代
徳
昂
法
師
鄭
江
尊
者

(天
台
系
統
、
明
刊
本

『教
行
録
』
刊
記
録
其
名
)

第

百
二
代
本
隠
法
師
雲
林
尊
者

(天
台
系
統
、
明
刊
本

『教
行
録
』
刊
記
録
其
名
)

第

百
三
代
都
綱
兼
住
徳
新
法
師
八
泉
尊
者

(天
台
系
統
、
明
刊
本

『教
行
録
』
刊
記
録
其
名
)

第

百
四
代
常
誌
法
師
松
石
尊
者

(天
台
系
統
、
明
刊
本

『教
行
録
』
刊
記
録
其
名
)

新出資料 延慶寺歴代住持譜の意義105

前
掲
し
た

「延
慶
寺
歴
代
住
持
」
の
系
譜
は
、
延
慶
寺
を
開
山
し
て
か
ら
約
五
百
五
十
余
年
に
亘
り
住
持
し
た
百

四
代
、
総
計
百
十
三

人

の
僧
侶
の
名
号
を
記
し
た
。
こ
の
系
譜
は
、
当
時
の
延
慶
寺
に
掛
搭
し
た
七
人
の
東
堂
比
丘
、
三
人

の
寧
波
府
都
綱
兼
住
持
、
そ
し
て

住
持
比
丘
、
計
十

一
名

の
住
持
経
験
者
、
ま
た
百
十
四
名
の
尊
宿
比
丘
の
認
可
を
受
け
て
お
り
、
権
威

の
あ
る
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
資
料
に
見
ら
れ
る
以
下
の
諸
点
が
注
目
に
値
す
る
。

第

一
、
延
慶
寺
で
は
知
礼
門
下
の
広
智
系
と
南
屏
系
の
輪
住
体
制
が
あ

っ
た
。

『仏
祖
統
紀
』
な
ど
に
よ
れ
ば
、
初
期

の
延
慶
寺

の
継
承
は

「南
湖
の
四
智
」
を
中
心
と
し
た
も
の
で
あ

っ
た
。

「南
湖
の
四
智
」
と

　

　

　

　

は
、
延
慶
寺
を
住
持
し
た
法
智
知
礼
、
広
智
尚
賢
、
神
智
鑑
文
、
明
智
中
立
の
四
者

で
あ
る
。
特
に
後

の
三
者
は
と
も
に
四
明
天
台
の
広

智
系
に
属
し
て
い
た
た
め
、
従
来
、
延
慶
寺
の
継
承
を

「広
智
系
」
で
あ
る
と
断
言
す
る
資
料
も
存
す
る
。

し
か
し
、
「延
慶
寺
歴
代
住
持
」
の
系
譜
で
は
、
「第
五
十
代
子
思
法
師
四
窩
尊
者
」
ま
で
に
、
広
智
系
と
南
屏
系

の
門
流
に
よ
る
延
慶

寺

へ
の
輪
住
が
確
認
で
き
、
と
も
に
知
礼
の
法
脈

に
属
す
る
両
系

の
門
人
に
よ
る
祖
庭

へ
の
護
持
が
見
ら
れ
る
。
知
礼
は
、
延
慶
寺
を

「十
方
住
持
制
」
の
寺
院
と
し
て
設
立
し
た
も
の
の
、
同
時
に
延
慶
寺
を
住
持
す
る
僧
に
は
天
台
教
理
の
正
統
性
を
守
る
義
務
が
あ
る
と

規
定
し
た
。
後
の
延
慶
寺
に
住
持
し
た
知
礼
の
門
流
た
ち
は
、
数
百
年
に
亘
り
、
十
方
叢
林

で
あ
り
な
が
ら
も
、
天
台

の
祖
統
を
維
持
す

る
努
力
を
続
け
て
い
た
こ
と
が
、
こ
の
系
譜
に
よ
っ
て
実
証
さ
れ
た
。
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第
二
、
延
慶
寺
に
お
け
る
知
礼
教
学

の
伝
承
は
明
代
中
期
ま
で
続
い
た
。

従
来
の
研
究
で
は
、
延
慶
寺
に
お
け
る
知
礼
教
学
の
伝
承
は
元
末
ま
で
で
、
明
代
以
降
に
つ
い
て
は
資
料
な
ど
が
な
い
た
め
、
教
学

の

伝
承
も
途
切
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
明
代
以
降
の
天
台
宗
の
法
脈
系
譜
は
、
天
台
山
の
万
年
寺
や
高
明
寺

に
発
見
さ
れ
た
こ
と

も
あ
る
た
め
、
延
慶
寺
に
お
け
る
知
礼
教
学

の
伝
承
は
衰
微
し

つ
つ
、
ほ
か
の
寺
院
に
移
転
し
た
と
し
た
と
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
「延
慶
寺
歴
代
住
持
」
の
系
譜
で
は
、
史
伝
書
や
地
方
志
に
は
見
ら
れ
な
い
、
知
礼
の
法
孫
で
あ
る
と
自
認
す
る
明
代

の
延

慶
寺
僧
侶
が
数
多
く
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
刊
記
に
も
記
さ
れ
た

「四
明
祖
庭
」
と
い
う
言
葉
に
も
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

知
礼
教
学
の
伝
承
は
、
単

に
そ
の
独
自

の
教
理
教
学
だ
け
で
な
く
、
祖
統
や
法
系
譜
、
さ
ら
に
は
祖
師
像
、
祖
庭
な
ど
の
精
神
的
要
素
も

含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

第
三
、

一
代
に
複
数

の
住
持
が
存
在
し
た
こ
と
が
見
ら
れ
る
。

「延
慶
寺
歴
代
住
持
」
の
系
譜

の

「第
五
十
代
子
思
法
師
四
窩
尊
者
」
以
降

の
部
分
は
、
明
代
の
延
慶
寺
に
関
わ
る
内
容

で
あ
り
、
従

来

の
天
台
教
団
の
組
織
と
は
異
な
る
点
、
す
な
わ
ち

一
代
に
複
数
の
住
持
が
存
在
し
た
こ
と
が
見
ら
れ
る
。
系
譜
に
記
さ
れ
た

「第
八
十

四
代
昌
俊
法
師
秀
篭
尊
者
、
昌
滋
法
師
茂
篭
尊
者
。
第
八
十
七
代
昌
時
法
師
哲
篭
尊
者
、
昌
濡
法
師
静
蕎
尊
者
、
大
定
法
師
南
山
尊
者
。

第
八
十
八
代
文
憧
法
師
性
篭
尊
者
、
昌
吉
法
師
瑞
篭
尊
者
、
萬
読
法
師
稠
蕎
尊
者
。
第
九
十

一
代
萬
珠
法
師
純
蕎
尊
者
、
都
綱
兼
住
萬
魂

法
師
夏
庭
尊
者
。
第
九
十
五
代
世
淳
法
師
質
篭
尊
者
、
道
宏
法
師
南
洲
尊
者
、
徳
印
法
師
月
江
尊
者
。
第

一
百
代
宗

揖
法
師
東
橋
尊
者
、

本
常
法
師
白
崖
尊
者
」
な
ど
の
例
か
ら
、
明
代
の
延
慶
寺
は
た
し
か
に
、
地
方
志
に
書
か
れ
た

「天
下
講
寺
五
山
の
第
二
山
、
今

の
僧
会

司
在
り
」
の
よ
う
に
、
五
山

の

一
つ
に
任
命
さ
れ
、
僧
団
の
規
模
が
拡
大
し
、
寺
院
も
相
当
大
き
な
影
響
力
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
し

か

し
、
同
じ
寺
院
に
お
い
て
複
数

の
住
持
が
必
要
で
あ

っ
た
理
由
や

一
人
住
持
の
時
代
と
複
数
住
持
の
時
代
の
区
別
方
法
も
僧
団
史
研
究

の
課
題
と
し
て
残
さ
れ
る
。

第
四
、
系
譜

の
連
続
性
に
問
題
が
あ
る
。
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こ
の
系
譜
は
、
知
礼
を
開
祖
と
す
る
延
慶
寺
の
伝
承
を
、
大
変
丁
寧
に
整
理
し
て
い
た
た
め
、
延
慶
寺

の
伝
承
は
絶
え
る
こ
と
な
く
続

い
て
き
た
か
の
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
宋

・
元

・
明
三
つ
の
王
朝
を
経
て
、
数
百
年

の
間
に
、
延
慶
寺
が
種

々
の
災
難
に
遭
遇
し
た

と

い
う
史
実
に
照
ら
す
と
、
こ
の
系
譜
に
現
れ
た
連
続
性
は
不
自
然
で
あ

っ
て
、
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ま
ず
は
、
建
炎

年
間

(
一
一
三
〇
年
前
後
)
に
は
、
金
兵
の
侵
入
に
よ
り
延
慶
寺
が
破
壊
さ
れ
た
り
、
そ
の
後

の
南
遷
し
た
宋
官
に
よ

っ
て
十
数
年
間
に
わ

(
8
)

た
り
延
慶
寺
は
占
拠
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
延
慶
寺
が
天
台
僧
に
よ
っ
て
継
続
的
に
住
持
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
次

に
、
南
宋
以
降
の
延
慶
寺
に
大
き
な
火
災
が
数
回
発
生
し
た
。
開
禧
年
間

(
一
二
〇
五
-

一
二
〇
七
)、
嘉
定
庚
辰

(
一
二
二
〇
)、
至
元
己

丑

(
一
二
八
九
)、
泰
定
甲
子

(
一
三
二
四
)
の
大
火
災
は
、

い
ず
れ
も
寺
院
を
全
焼
し
、
そ
の
修
復
作
業
に
は
、
数
年

な
い
し
十
数
年
を

(
9
)

必
要
と
し
た
。
さ
ら
に
、
『続
仏
祖
統
紀
』
巻
二
、
「自
朋
伝
」
に
よ
れ
ば
、
延
慶
寺
五
十
代
住
持
の
子
思
が
示
寂
し
た
後
、
叛
乱
軍
の
首

領
方
国
珍
の
命
令
に
よ

っ
て
、
禅
宗
の
僧
侶
が
延
慶
寺
を

一
時
占
拠
し
、
禅
寺
に
し
た
と
い
う
。
従

っ
て
、
こ
の
系
譜

を
利
用
す
る
に
際

し
て
は
、
延
慶
寺
の
諸
事
情
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
あ
る
。

結

『延
慶
寺
歴
代
住
持
』
系
譜
の
意
義

第

一
、
こ
の
系
譜
は
、
天
台
教
団
史
の
み
な
ら
ず
、
中
国
仏
教
制
度
の
研
究
に
と

っ
て
も
重
要
な
意
義
を
有
す
る
。
延
慶
寺

の
開
祖
知

礼
は
、
「十
方
住
持
制
」
を
確
立
し
た
と
同
時
に
、
延
慶
寺
の
住
持
僧
に
な
る
た
め
の
五
徳
も
示
し
た
。
五
徳
の
第

一
に

「旧
学
天
台
、

勿
事
兼
講
」
(古
よ
り
天
台
を
学
ん
だ
者
は
、
同
時
に
他
宗
の
学
問
の
研
鐙
に
は
げ
ま
な
い
よ
う
に
)
と
誠
め
、
天
台
教
理

の
正
統
性
を
守
る
た
め
、

延
慶
寺
に
お
い
て
、
天
台
の
典
籍
と

一
緒
に
他
宗
の
章
疏
を
講
説
す
る
こ
と
を
厳
し
く
禁
じ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後

、
延
慶
寺

に
住
持
し

た
知
礼

の
門
流
た
ち
は
、
数
百
年
に
亘
り
、
十
方
叢
林
で
あ
り
な
が
ら
も
、
天
台
の
祖
統
を
維
持
す
る
努
力
を
続
け

て
い
た
こ
と
が
、
こ

の
系
譜
に
よ
っ
て
実
証
さ
れ
た
。
十
方
住
持
制
度
と
天
台
祖
統

の
維
持
と
は
、

一
見
す
る
と
矛
盾
す
る
が
、
延
慶
寺

で
は
こ
の
両
者
を
整
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合
さ
せ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
こ
の
系
譜
が
貴
重
な
見
本
を
提
供
し
た
こ
と
は
間
違

い
な

い
。

第
二
、
約
千
年
前
に
開
山
さ
れ
た
延
慶
寺
は
、
兵
乱
や
災
難
に
度

々
遭
遇
し
、
寺
院
の
継
承
が
断
絶
し
た
こ
と
さ
え
も
あ

っ
た
。
し
か

し
、
か

つ
て
の
栄
光

の
時
代
を
誇
り
に
思

っ
て
い
た
明
代
の
延
慶
寺
住
持
僧
は
、

一
〇

一
〇
年
か
ら

一
五
六
〇
年
ま
で
の
五
百
五
十
余
年

に
亘
り
延
慶
寺
に
住
持
し
た
百
四
代
、
総
計
百
十
三
人
の
僧
侶
の
名
号
を
系
譜
化
に
し
、
祖
統
を
次
の
世
代
に
伝
え
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

従
来
詳
細
に
は
知
ら
れ
て
い
な
か

っ
た
延
慶
寺

の
継
承
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。
こ
の
系
譜
か
ら
は
、
中
国
仏
教

の
天
台
宗
に
お
け
る

「祖
」
及
び

「祖
庭
」
に
対
す
る
尊
崇
信
仰
の
根
強
さ
が
分
か
る
。

一
宗

一
寺
の
法
脈
や
伝
承
を
尊
ぶ
こ
と
は
、
自

己
の
存
在
の
連
続
性

を
意
識
し
、
そ
こ
に
価
値
を
認
め
る
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
独
自
の
教
理
教
学
だ
け
で
な
く
、
祖
統
や
伝
承
な
ど
の

精
神
的
紐
帯
を
用
い
て
、
教
団
の
求
心
力
が
強
め
ら
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

注(
1
)

延
慶
寺

の
住
持
制
度

に

つ
い
て
、
高
雄
義
堅

『宋
代
仏
教
史

の

研
究
」

(
一
九

七

五

・
百

華
苑
)

第

三
章

「
宋
代

寺

院

の
住
持

制

」
に
、
詳
細

な
研
究
が
あ

る
。

(
2
)

『
四
明
尊

者
教
行

録
』
巻

七
、
「
四

明
法
智

尊
者
実

録
」

に
、

「稟

法
領
徒
者
、

三
十

鯨
人

(
略
)
登
門
入
室

者
、
納
計
四
百
七

十

八
人
。
鯨
之
務
学
方
来
、
不
可
勝
紀

(
略
)
其
被
化
者

、
常
満

五
千
大
衆

。」
と
あ

る
。

(
3
)

『四
明
尊
者
教
行
録
』
巻

一
、
「
尊
者
年
譜
」
参

照
。

(
4
)

明

・

『寧
波

府
簡

要
志
』

(
頁
五

八
下
、

『
四
明
叢
書
』

第
九

冊
)
参

照
。

(
5
)

万
年
寺
法
系

の
詳
細

は
、

『海
潮
音
文
庫
』

第
二
編
、
ま
た

は
、

慧
岳

『天
台
教
学
史
』

(
一
九

七
四

・
中
華
仏
教
文

献
編
纂
社
)

第

五
章

「元
明
清
之
天
台
教
学
」
附
録
を
参
照
。
高
明
寺
法
系

の

詳
細

は
、
朱

封
驚

『天
台
宗
史

跡
考
察
與
典
籍
研

究
』

(
二
〇
〇

二

・
上
海
辞

書
出
版
社
)

「天
台
宗

高
明
寺
法
系
考

析
」

を
参
照
。

(
6
)

方
祖
猷

『天
台

宗
観
宗
講
寺

志
』

(
二
〇
〇
六

・
宗
教

文
化
出

版
社
)
参
照
。

(
7
)

ほ

か

に
は
、

囚
0
8
ぼ

ω
『
巨
○
げ
舘
9
の

「国
Ho
嵩

い
o
o
巴

田

甲

8
曙

ε

d
巳
く
霞
ω
巴

田

ω
8
H質

日
冨

0
8

ω
貫
β
o
訟
8

0
{
けゲ
Φ

ω
自
σq

目
Φ
暮
巴

口
器

9
σQ
①
」

(・・切
巳

臣
一ω日

ぢ

匪
Φ

ω
仁
早

αq
vvd
巳
く
Φ
邑

受

。
{
団
碧

巴
一し

⑩
㊤
Q
)

も
参

照

で
き

る
。

こ
れ
は

大
久
保
良
順

の

「
延
慶
寺
等

の
継
紹

と
四
明
法
智
大
師

の
門
流
」

の
補
充

で
あ
る
。
延
慶
寺

と
白

蓮
寺

の
他

、
遵
式

が
所
住
し
た
下

天
竺
寺

の
伝
承
も
加
え

ら
れ

て
い
た
。

(
8
)

『仏
祖
統

紀
』
巻

四
七

、
『宋
史
』
巻

二
十
五
本
紀
第
二
十
五
、



『教

行
録
』
巻
六

「乞

聖
旨
本
州
申
礼

部
公
掠
」
、

「三
省

同
奉
聖

旨

」
、
「
聖
旨
本
州
出
給
公
振
」
、

『延
祐

四
明
志
』
巻

一
六

「
僧
介

然

」
、

『至
正
四
明
績
志
』
巻
十

「起
心
閣
記
」
、

『金
華
黄
先
生
文

集
』

巻
十

一

「延
慶
寺
観
堂
後
記
」
な
ど
参
照
。

(
9
)

『至
元
嘉
禾
志
』
巻
十

「延
慶
教
院
」
、
『金
華
黄
先
生
文
集
』

巻

十

一

「延
慶
寺

観
堂
後
記
」
、

明
版

『四
明
尊
者

教
行
録
』
附

録

「
重
建
仏
殿
記
」
、

『敬
止
録
』
巻

二
六

「延
慶
寺
」
、

『漸
江
通

志
』

巻
二
百
三
十

「延
慶
院

」
な
ど
参

照
。
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